










































３ dPTUにおけると; 0のRQ6ghPハイデッガーとstの=0^? 
<と; <^Q6l_Pstとマルチカルチュラリズムの^Pする>Q
としてのPQ^Q
にはつぎのようながられる
	に
いてととがにしているのアプリオリ
によってしている	に
いてのとのとが
しているのである	なくしてとうべきものはないとは
 せられた	 	
である!"#$%
&'はとくに()の*+,-.!あたりを/にしての0
1から	の01へ23の01から43の01へと5きく67したように
われる&'の8その67はハイデッガーに9:されてというよりも
プラトン;アリストテレス;プロティノスを<=としたギリシア01そし
てマルクスやフランス01!メーヌ>ド>ビランラヴェッソンベルクソ
ンなどの?@ABをCDにしてEじたとえるだろう
(FG.によってれば&'がふれる01HとしてカントがIもJく
!7２KLにJいヘーゲル!7のMNOであるPQでRSとな
るプロティノスベルクソンについてはそれぞれ7と7でありT
UにV7WというXからるとプロティノスはKLにベルクソンは５
KLにYZする
そして(FG.[$\あたりまではJくVされていた01Hたちた
とえばリッケルトコーヘンロッツェヴントウィンデルバントなどに
ついては(FG.[#\]^はほとんどVされなくなるそれにして
プロティノスとベルクソンについては_\`aにばらつきはあるものの
F\bえずVされている
なぜ&'とプロティノス>ベルクソンなのかもちろんそれはたんに&
'がかれらにふれる`aがJいからというだけではないもともとプロティ
ノスとベルクソンはcいdeにあったしそのfHにgEhiをjちkけた
&'のプロティノス>ベルクソンAl!そのmnはoにしてがどのように
! 
わっていったかをることによってかれののがより	らかに
なると
われるからであるではによるプロティノスの
をそしてではによるベルクソンのそれをること
によってそのを	らかにしたい
 とプロティノス
 とエネアデス	
	
の !"#$までを%&にして'ればがプ
ロティノス!という()*を+げてその
,にふれている-.は/0-.で
あるそのうち1がプロティノスエネアデスの-.ないし23*
を	4しているのは5-.しかないがそれ67のが89-.を	4
していない:;についてもわれわれはほとんどすべてエネアデスの<=
>な-.を?できるすなわち
"5@くものから'るものへ
A プロチヌスががをすることは
することであり	は
の
をめるとBったCのDEをFもよく	らかにしうるも
のはGHの1Iであると
うJKL
M プロチヌスはにをうるものはかのたるをめるも
のがあるかとい	 となればなるほど	!を"れて# 
と
なると&えているがCが	らかとなるということはNOをP?す
ることではないJQL
R Sプラトーが$%をばTけUるものと&えプロチンが&'を(す)
 
とえたのにもいをしうるとう	

 プロチンはのえをしてもではないのや
きさや	
のすらにするのとはをける
とかをすとかいうきものでなければならぬとった
	

がするエネアデスのはとくに !"
#$
	%&と'()*なものの'+,-について$	.に/0し
ているとってよいしかもがプロティノスにする12のうち
3412が5678くものからるものへ	
93:3;<の=
の/>に/0していて?@*にAいそれはがBのCDの
EをFにするにGって$	<においてギリシャHIをJし
K
してL2のにMった$とNりOっていたあのPQすなわちすでに
8き	RS$TU$$とること	!"	!V$
	$とのWXについてのYに
Zの[\を]てそしてL2$と
いうVの^_をえていたPQのことであるはらのVを`aす
るのにプロティノスの !"
#$におけるV	 のると
いうことはSるということである$の0にbcなものをdしたとりわ
けefgh%&においてはプロティノスの)iのなかでのjから
はcりkされたかたちではあるがプロティノスのVがのjの0に
lにmりnまれこのPQののVのopがqrに`aされている
stHIのCD#たちのAくが8くものからるものへにu[し
そのなかにv#のwx-をようとしたのもゆえなきことではない
しかしHIはyzさらにメタモルフォーゼ$を{げる8くこ
と	Sること$とること$とのWXは|}*~$というLで
Dされることになるわれわれは8くものからるものへyzの
	 
がプロティノスののどのようなにをもちまたどのようなに
して	
になっていったかテキストにしてすることによって
ののをしてみたい
 とエネアデス	
なもののについて
のるかぎりつぎのはそれほどをわれないできたと
われるは !"#$の%&
'()*+,-./-01の234の
567のあたりからプロティノスについて8れるさいそれまでとは9な
り%らのとの:いを;<するようになるそしてこの=>?@の
によるプロティノスについてのABは#エネアデス)すなわち
CDEF
なもののDGHIについてJという34におけるCKもLみMす
ことのない$NなOPJというにほぼ5Qする
プロティノスはこの34の R,Sでプラトンの#ティマイオス)にお
けるCTUJ*の7のVWをXうプラトンはそれをCGYJ
*7とかCZ[J*	
7とかあるいはまたC[J*	7と\
んだプロティノスによればCTUJ*プロティノスの]^ではCOPJ
7をCGYJCZ[Jと\ぶのは_`であるがC[Jと\ぶのは_
`ではないというCなぜならOPはa[とは:ってbKもLみはしない
からであるJ*	
	7COPJにcするプロティノスのこのような
にしては+dでそれがプラトンのCTUJをe'までfgし
たそのhでプロティノスのCOPJはほとんどC$Jにまでiづいたも
のとしてjkするが*lmn7odでそのC$Jにiいものとしての
COPJをC[JではないものCKもLまないものJとしてIpづけたこと
には	
になる*@Mqmn7むしろはCOP*TU7JをLみ
MすNをもったC[Jとrていこうとするそのhではむしろは
プラトンがCOP*TU7JをC[Jと\んだことにをもったにちがい
ない
* 7
しかしとしてみればやはりギリシアにおける	の

にしてはになるたとえばのようなのがあ
る
の !"#
$ のの	というものは%&'の(!の)*として
すべての%&'を+えて,を-むと.っても/はそれによって0にプ
ロチノスの
のきものをするのではない1って/のの(
!というのは2エクスタシスのきものをうのではない3
くものを+えて,を4ると.っても0なる567という8きものを9
:するのではない/の;の というのはプロチノスの
の
くにえられたものではない<にして(=を!する
ものではなくにして(=を!するものを9:するのである
イデヤ	のをったものではなくしてって	の
をったものである%>?@#
ABC ?D>	#EF#
G ギリシャのは !"とうものをえなかったHに
とIJとのKL(M%のNえにOPせなかったの#$はギ
リシャに%いては&'(に)った/のNえではプロティノス
の%'は;としてQにでなければならないR%@#
S TUVWのXYからはIJととを0にXにNえIJが
をIZするとNえる[し*+が,に*-./として0123
であるにはも0114でなければならないも\IJでな
 #
ければならないととの	
のがのである
のであるにをくものとえたギリシャは	に

というものののにすることができなかったかの
にいてくものはでありかないものはなるにぎない
プラトンにいてはなるものを の!"と#えとは
すべてのを$%るもの&ち'(と#えた)	*+にプ
ロティノスに,っては-を.す/と#えた)
*プラト
ンのからはというものはないは の0にぎない
ギリシャが
をにとかとかえたことが
らがのをていなかったことを するものである
)12342
5*
67
8)9:;<=> 6?@6AB*)4C*
D EF:;にいてプロティノスGHIJKLとMせられるものは
NFのOとPめてQRするものではあるがSはそのTUにいてVW
<をXしたものではないと#えるYプロティノスの!は"
#$と%&'(に)つものである*+にそれは,-.
びょうじょうてい
という)
/にまで0したものではないZ[の\があって]^があるのではない
Z[はに_`から]^をaるのではないZ[の_`とはbの]^に
いて#えられるものであるのである)11141c5*
6728)9defとghB4C99defとghBGiBC4
C9jk=lのmnB*
o プロチノスの!はヌースを12して3に4を5に6むものとえら
れるがやはりそれはプラトンのティマイオスに7ける89デーミウー
) *
ルゴスイデアのをしめたものであって	

のをしめたものではないなきなるはにす
ものとえられ	とえられるに
ぎなかった	のいのは
ギリシャにはされない
はの !"#の$メタモルフォーゼ%を&て
'なくとも()*+,-.までには$/0123%という45に67し
ていた8にたようにその,の	の9:1;<の.を=にして
にいわば$>?%が@こっていたにおける>?
とは$Aの%から$BCの%へのあるいは$DEの%か
ら$FEの%へのそれである8にGHしたIJKにLMにてとれる
ようにギリシアにおけるNOでPえば$QのRSへの%から
$のRSへの%への>?あるいはTUのPい?しによれば
$VのRSへの%から$WのRSへの%へのそれであるこれは
Lらかにプラトンのティマイオス	
のそしてそれをXYす
るエネアデス$Z[C1なもののZ\]^について%の_`)a
をAしたPい?しであるbおよびKcdそしてその>?とeを(
にするかのfくにしてのプロティノスへのPgとくにその$
hi%という45へのPgのjRがそれまでとはkきくlわるmn
いずれもoくものからるものへからのGHpとIJKいずれも
	の9:1;< qにrかれたspからのGHpはいずれもプロティ
ノスひいてはギリシアの$%という45にtするuvであるが
,wと-wとではそのsxがLらかにyなる
は9らの4zが{|しまるにつれてギリシアにい}を
すようになるとくにプラトンのいう$hiFE%アリス
トテレスのいう$%そしてそれらの45を\け~ぎT9の
}の$Z\]^%をしたプロティノスにおける$%という
 
からインスピレーションをることになったはそこにい	を

みろうとするプロティノスはエネアデスのでプラ
トンのティマイオスをいながらをにたとえる
にるがであるようににるもである
しかしとにはきな いがあるからが!っても"#は$
えるがから%&'というより&'の(つまり)(*が!れば
も$えないとプロティノスはいうその	ではほとんど+と
,ってよいであろうはプラトンのいう-.の	がプロティ
ノスにおいてさらに/0されたと$ている%123*しかしはプロ
ティノスでさえまだ45の/06にまでは7っていないとしてこのプロ
ティノスのをもさらに0に58にまで/09:しプロティノスの
;<とはちょうど=>?な@AにBCのDEとしていわば+の
-.とでもいうべきに7るわけである
FにGHしたIJKにLされているようにによればかれらギリシ
アのMN<たちは%-.*というOPQかなRS6をもっている
はずのにTしていたにもかかわらずそれのDE?な	をU$でき
ずそのRS6をVWすることはなかったそのXYはかれらがZ[?
\]の^_つまり`きかけ`きかけられるaCの^_を$ていなかっ
たあるいはbcbdなるものをceの0にfめることがなかったか
らというのである%gh%MNのDOij%kの^_*MNのDO
ij lm%nop?^_*qqrJqgs23*\]の^_はZ[?^
_であるZ[?^_の&tとVWとは&'の@Aからだけではuvしき
れないwxをもつ&'がyに&tzHとして\]?S{?であるには
も\]?]|でなければならない\]のZ[?^_は&'とと
の}~と~との=?";というXをもつとえなけれ
ばならない%とくに23*ただし&'ととが}~と~とが
それぞれのものとしてあってそれらが;つになってこのZ[?^_を
% *
しているというのではないである	
という
をもつつの	がをするするとを
するあるいはをするするとをする
という	 !をもったものとして"れるのである#$はこのよ
うなを%&'(	)*の+と,ぶ
ちょうどそのように	において%-り-られる+./としての
012の3りようもたんに4ないしは5%+からだけでは67し
きれない89をもっている./と./とが:きかけ:きかけられる	
においてはどうしても;<%+という=>を?くことができな
いただし5と;<という つのものにするものがそれぞれ
@のものとしてありそれらのAのBCとして.の0があるというの
ではなくにもともと.のD<としてある0が5をする;<
と;<をする5という	 !をもったものとして"れるので
あるそれが	"Eにおいて%-り-られる+あるいはまた
FGのうちにある./としての012のHEの3りよう#$がいう%"
Eそのままのもの+%ありのまま+なのである
プロティノスの;5Iと#$のそれとのJいひいてはK*のLMD<の
Jいは%NO+をどのようにPるかというQにRわっておりそし
てこれはBSK*におけるTUの3VということとRWをもっている
XめYZのことを[\しておいたうえでプロティノスと#$における;
5Iについてそれぞれ]<	にPてみよう
３ プロティノスののへの	とからの

プロティノスは%4はいかにして^<から_`するのか+とaう
%b+についてこれは%4はいかにして^<へcdしたのか+というa
いとefのRWにあるghのことかもしれないが#$にはこのようなa
ijはまったくないプロティノスはkエネアデスl%4の^<へのcd
 
についてののにのようにいている	

はしばしばのりをしてのにめ
のすべてのものからして
のへとはいりこみ
ただただすべきらしい を!ることがあるがこの"ほど
#が$なるもののであることを%&したことはなかった	その"
の
は'(なる)を)き*+なものと,-に.してそのなかに
らの/01を2えられあの'(の)345を6しての7の89
+なものを:えたところにらを;えていたのである	このようにして
*+なもののなかで<らぎを=た>に?8	
の@AからBC

の@AにDってきてEFはどうしてこの@AにDってきて
いるのかいったいどのようにして
のGはのなかにHったのか

のGはたとえのなかにHっていてものみでIれた"と
Jじ*+なKをしているのにLLとBいMうのである	
N
プロティノスによればGはOP*+なものでありいわばQRのような
ものである	のとはGとの.としての
ではなくGとし
てのE
である	そのE
がからSしてETに.する	そ
のGがなぜどのようにしてOPのE
にはUさないはずのにVD
しいわばWXにまみれたYZにあるのか	
Gにとっては89+なものの[\に]^を_めることが`ましいのであ
るがそのGにとってはしかしのO9からしてa9+なもの
の[\にあずかるのがbcなのである	すなわちGはdefのなかで
はgh+なi]
を_めているのである	jgklGは*
+なもののではあるけれども89\のmnに]^を_めているので
 
あるからなものにをすることによって	の
を
なものにえることになるのであってもし	のな
をしながらなものをすることができなければに
なものからかのをけることになって と
の
!を"#し$い%&に'られて(の)*くに+,していく
ことになるのである-./0
プロティノスは1
23.0から143.0が143から
13がそして13から1563.0が78するという-こ
れらすべては19:と;びている<=な>?のようなものである3-.
/	
0それはあたかも@Aから7するBCがDEするように>?のF
GスペクトルといったようなHをIしている-4はそのJKのLで
2
にしMKのLでにする-そしてそのJKのLで4にして
いるはMKのLで56にする-これはNOである-があたかも
1PQR3	
S		0であるかのように4(と(との
1TUのVK3をWめることはNOなのである-しかしそのようなが
(にXYされそれにとらわれるかそれともZ[のに1\]め3
.04(に\を^け_え1`a3を\bすかそれはのcd
.efg0によるであろう-そのfhでがi!にされるかそれ
ともi!をするか/がi!へjMするかそれともi!からのklを
\bすか/がeのmをnうかそれともそれをoるかそれは	の
pqなのである-もちろん!はrではないがしかしおそらくi!
.560!もrなのではなくてi!にsにtuしたにとってi!が
rとしてvれるのであろう-
たしかにwxはどんなにyzにまみれてもwxであることをnうこと
はない-しかし={なことは1|3がそのようなにあるということに
}づきZ[の1|3とはであるということに1\]める3ということで
. 0
あるこののとでもいうべき	めを
にしていわば
をいし してののきをす
るがそこかられてくのに たその!"	
われわれが#いたところわが$%もおわすところ&''へ
の()を*すそのことによって+はの+になっていくそ
の,-にはそしてまたその./においても0えず12の34の56
&78が9:される
ではが;2から<し3らをし!"すなわち=>ひ
いては?に@るにはどうすればよいのかプロティノスはある?
に56をAしつつつぎのようにBう
そのCのあるものは&DEのFにGみ&HへのIGにJKするが
よいただし;LでMるものはこれをすべてNにOしPQにMた;
2のきのRをふりSいてはならぬ;2のHをMても5してこれを
TわずそれらはまことのHのUVWXYにすぎぬことを=りこ
れらをZけて[Vの2にSかわねばならぬからである\]^_Hし
い;2に`aしてこれをbてようとしないcはdの;2ではなくが
=>にとっていまわしいefのghへとiみj?となってklにmみ
つきそこでnまでのようにYとoわりながらpらすことになるだろう
それゆえqるc\アガメムノン_がいざなつかしきふるさとへr
れIかんとsめたのもまことにゆえなきことではないのである
&'
このようにして;2をれ3らをし&tuなのみ

	となったはどのようなvwに@るのかプロティノスは
つぎのようにxべる
& 

はされるととなりロゴスとなってまったくの	
のないもの 
なものとなりその	がなもの
のとなるのであってのようにれでてくるやこれにする
ものはすべてそこにをもっているのであるだから
のに
きあげられたははるかにそのしさをしてくるのである

が	からし !すなわち
!ひいては"!を#$
すことを%め&'を(すプロティノス)*それを+,は-.の
/への)*!と0んだのであるがそれをここで1	
の/への)*!と2いうるとすれば3および456それに7して+
,の89:の/への)*!は;1の/への)*!と0びうるで
あろうそこでつぎに+,の<=>について?てみよう
４ の	
としてのとしての

たとえばわれわれが@ABりCしているDEFG!というサイクル
をHえてみようわれわれがEIをJじるときKLにMNはOPしいわ
ば<	にQRされてゆくSTからUTへのVWさらにEりに
XちてYDするとわれわれの<	についてのMNはZえてほとんどUT
なVWあるいは<	T	そのものになりきったVWUT[T	
VWになるわれわれはそのときほとんどT9な\]にXちている
^にまた#をFました_`は<	をMNするがKLにabcSをcdに
eうようになるにfって<	についてのMNはZえてくるたとえばg
hのiをjめたそのklにHえているというMNすらなしにHえているV
WまたmんでいるということさえMNしないでmんでいるVWあるい
はまたnいているということさえMNすることなしにnいているVWつ
まり<	#やoをMNすることなしにあるいは<	のpqからrき
 
たれてほとんどそのものになりきっている	
へ
するこのようにわれわれは	をじをくしている
	の
をとしての	のと
の	 	とのあいだを!"#ったり$たりしていることになる
ほとんど%
にまで&ちた'&からほとんど()な
	
にまでした*きいきとした*+,のまでわれわれは-
.の/0の1を*きているということになるであろう
ところで2の3を4めほとんどないしはになりきったと
いうときたしかにの5の67を89してその:でを
8れてがをする; としての<が; としての<を=>する
またその:で?@A=>Bないしは?@A>CBというDもありうるで
あろう
しかるに2の3を4めほとんどないしはになりきった
というときはを89するというのではなくてEには
FGなままでとHとなりあるいははほとんどになりきり
はIしこのJHとしての<があるいは; としてのが
KLしさらにとくにM
は=NにまたOPをQいてRSにTき
かけをUりEに<によってUられいわば<のMを8れてVWしXに
なったYZ-Zのものによって<はUられる<はUるものであるがそ
のUるものとしての<がUったものによって<はUられる<がTくとは<
がKLするということであるKLするとはUるということである
<はたんなるRSのたんなる[\]^というのみではなく_`	a
b	RSの_`	Uc	]^となるというDもありうるであろう
はIしはOPIしOPはI
もの か
しはRSIする<は?と
なってdとなってKうBefが?RSにghするということは
がなくなるというのではないijklってそれがmくなるということで
あるnろのoにpoすることであるBとqいrst?uvと*+B
 

またわれわれが	となって
	となってうとう
のはそのことであろうデカルトのうようなからした
としてのがなのではなくするす
なわちとなったじことをにえばとなった
としてのこそなのである !"#といえば$%の
!&'を()して*に!なる"#と+えられるしかし,-./な
くして というものはない0123の"4!56789と:
;
<=の>?はわれわれがそこにおいて@まれ そこにおいてAきそこ
においてBにゆく>?であるわれわれが@きているとはAくということで
ありAくということはるということでありるということはられる
ということであるこうして>?はCえずDいてゆくそのようなEF!>
?をGHはIJ!>?とKびこのような>?のIJ!LMをメタモ
ルフォーゼ0N2IJ!OPQとしてのRS!ET1;U1V
といいわれわれをそのようなEF!IJ!>?のEF!W!X
Yたらしめるわれわれの!!をIJ!とKぶ
Z[と\し]と\したは^_をQいてまたそれ"が^_を`
Qする^_a bとなって>?にAきかけcをり>
?からAきかけられられたcからられるこのようなdeで	T
fとしてのは"#"をってゆく>?にAきかけるということcを
るということはgに>?からAきかけられるということcからら
れるということつまり56されることであり0123の"4!
56789hiと:jkそのZlでわれわれにおいて
はるということはられるということであるXするにるとは"らを
ることである0Nb2IJ!;mGHにはCえずno
のpqがあるこちらからということはrこうからということr
こうからということはこちらからということである
 
５ とあるいはからのとの
このようにについては	
がをする
へのとにがとする	
	
へのといわばへとへあるいはへと へ
という!がありうるのである"からの#$へのとの#$へ
のとあるいはまた%へのと&%'%へのと!
がありうると(ってもよい")*がギリシア+,と#らの-とを./
して0っていた12によればそれを3へのと4へのと(
うこともできる"
&%とはが#5を6ってに78するということではなくて
むしろがを#$にするということでありが#$な9になるとい
うこと:;<なの9になるということである"がいわば
=りに>って%を6い?@AのBCにDるということではなくてむ
しろにEFしてGきいきとした@ABCにDるということである"Hに
IJした)*の12にKって(えばがに&Dするということは
がなくなるというのではないLってそれがMくなるということである"
NろのOにPOすることである"はをQじてはじめて:;<な
の9になるというRではむしろがを#$にすると(っ
てもよい"SがTになりTがSになるという(いにKえば
	
がになりがになると(えるであろう"UVとはUVと
なるでありとはとなるUVなのである"はダイナミッ
クなWXにある"そのRでUVとはとしてのUVであり
とはUVとしてのなのである"はがそこへとYZ[
していっ
た\てにそこでまどろむ]^それゆえはそこからが
エクスタシス
し#$となるべき_`などといったようなものではなくて
<<ないしはab<としてむしろがこの:
;<ab<cdの#$な:;<e<fgとなるためのhijのklな
 

のであるはから	
へそしてから
へとするすべてはそこからまれそこへとるなる
へであるがのをにするに ってにおいて
!べていたことはそのようなことであったと"われる
によればからの#への$%にではなくての#への$
%に&'される	
のこそありのまま()その
ままのものということになるであろう*+,が-しが.
/-し./が0-し0が-する1するに+23は-し
23となりは-する4に5えばそれは67にが
0-し0が./-し./が-しが*+,-するというこ
と1するには23-し2となりが-するという
ことである
はが-しが-するという4%きのしかも89
の:$%を;<として=む6>の?@をAが0になり0がAとなるこ
とあるいは0となって&0となって	うからを&るこ
とと5う	
をBしてAがとなり
がAとなるCDのEFGにおけるH(でいえばIJKLのM@に
なるNOP>して>つの?	となる*QRSTUTV,とも5える
このWPたとえばピアニストのXがYZとなり[\の]が^_となり
`a\の]がbとなるcdが_となりbとなる*QeSfgh
ijとしてのklm:RnV,といったようないわゆるkl\の
	
のWoだけを"いpかべるq1はないであろうたしかにが
というときかれはしばしばいわゆるkl\のrsのインスピレー
ションにtづいたそれをuにvげてwxしているしかしはLの"
yをrzI{の$%を=むようなものとしてまた|}の~の|な	

にのみ するようなものとしてしてはならないという"yは
のとびついたものでなければ のものではないとはす
* ,
る	

われわれのきはすべてのそれもめてるきでありま
たにわれわれはられになったものによってられるそれはたと
えばわれわれがでを る!る"るそしてに#するそう
していわばになったものによってに$%はわれわれがられるといった
ようなまたわれわれが&した'(がになるつまりわれわれを)れた
ものとなって*+に,け-られ*+を.かしそのことによってに*
+からわれわれが.かされるというようなあるいはまた/が/の0に
あなたを1あなたがあなたの0に/を1る234と567
89:つまり/があなたを;しあなたが/を;するといったよう
な<=の>?@AのBCにおいてもDEがとFGしが
Hとなって1Hとなってりそのったものによってられるというよ
うなIJKLのMN
>?@AはOPのQRのRののなかで
Sえず>われているはずだということであろうTUがMN
VWすな
わち	
VWというときそれはいわゆるVW
というBCから)れたところでXりYつようなZ[\や]^\の>?@A
の_`としてのVWのことをaずしもDbしているのではない
もちろんOPのわれわれのVWTUのいわゆるc
0d9:といってもじつはその0のもうひとつ0にはいわばひと
efけばgRは$hiにあるしかしgRはなぜjiではなくてhiに
klでなくてhlにあるかをmらないgRのnoを>?
とpえればpえ
るほどqpえざるをrない7stu
Fv+としてのVW6
6gRは	のw
をmらないxy6とTUが'う
ようなわれわれがいまここにありBzによってはこうしてc{O|に
しているというF1}の~もないnのことのようにわれる
VWではあるがさてではなぜ*のときのところではなくていまここ
にあるのかなぜいまここでき>?しAするのかさらにはわれ
 	

われはどこからやってきてどこにありどこへ
ってゆくのかとわれればらないとしかえようのないい
わば		
の
にえずもとをかされているようなそ
のようななのではあるが	とはそのよう
なのことをうのであろう
４
がにがになるという !の"#は !が$くから
%&しプロティノスと'い()にあったベルクソンの*+との,-でより
よく.らかになるであろう
/012
34は5#プロティノスと !678における"#9:;と<;あるいは
からの=>との=>9?@プラトンABCDEF６GHIJK
LMNに0OPQRをSしてTったものである
UV
WX4 !678のYZ9 !の"#9
 !のプロティノスPベルクソン[\の]^を_して9に`く
 
４  !はつぎのようにうaにbをcるというdきefでもgはaにghとしてiえら
れるのではなくgは;jのklに,してmnにiえられるのでなければならないすべて
のポイエシスにoいてpがgをqずるばかりでなくgがpをqずるのであるIrのks
において;jはtなりuなりvwのxにyつのである;jのz{のは|ちにv}の
であるv}は~きにあるのではないFJN;jの=は,の
にしてる,のにしてるにこのはなる
のである;jの
IIがでありその	にはの'さがあるもそれはghというdきものではな
くしてのであるのであるきるlには;jはまでも
わねばならないもかかるnのそのものがである;jはのlにわねば
ならないかをらないnそのものがmnであるFJMNなおx!
? *¡の¢£EYZコレクション¤¥¦§H¨K¨IN©
